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＜連絡事項＞
・特記事項無し。

＜入室状況＞
【入院】
・蛯名　ヒロ様～東C5号室
・江刺家　惠子様～東合併症室

【転出】
・大野　廣治様～東C5号室➝南Dユニット203号室

＜患者様連絡事項＞
・伊藤　のり子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・和田　純弥様～臨時薬同内容で7日分処方。


・和田　昌様～12/1エビリファイ持続性水懸筋注用400mg1ｷｯﾄ指示あり。臨時薬同内容で7日分処方。
・豊川　京子様～ロナセンテープ7日分処方。

＜馬渡Dr.診察＞
・宮崎　宏之様～臨時薬同内容で7日分処方。

・佐々木　理佳様～臨時薬コントミン50mg➝25mgへ減量、ラツーダ（20）2T夕食後追加。その他同内容で7日分処方。

・川村　等様～臨時薬同内容で7日分処方。

・河津　繫吉様～臨時薬同内容で7日分処方。

・河又　京子様～臨時薬レキサルティ中止、グラマリール（25）3T昼・夕・寝る前追加。その他同内容で7日分処方となる

・郷呂　久美子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・下口　政子様～臨時薬同内容で7日分処方。

＜田名部Dr.診察情報＞
・鈴木　和則様～主治医診察にて私物要求、外出許可希望の話聞かれている。
主治医より付き添い青明舎　橋本氏が付き添えれば可能と指示あり。
調整していく必要あり。

・その他の患者新規指示、処方変更無し。

＜皮膚科診察情報＞
・豊川京子様～仙骨部の皮膚剥離、壊死組織に対しブロメライン軟膏処方となる。
右ひざにはテラマイシン軟膏処方となる。

・平　京子様～本人より両ひざの乾燥訴えあり、尿素クリーム処方となる

・藤井祟史様～ゲンタマイシン処方。その他同前処置。

・鈴木　和則様～本人より顔用持ち込みクリームがなくなったとのことで受診
ロコイド軟膏、フェキソフェナジン錠2錠　朝・夕内服処方となる

・佐々木　保夫様～踵に水泡、皮膚剥離ありテラマイシン軟膏処方となる。
その他、同前処置となる。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。	

・澤口　利香様～終日隔離中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小林　辰夫様～身体拘束中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜新入院患者様情報①＞
日　　時：令和5年11月30日　11：15
氏　　名：蛯名　ヒロ様
生年月日：昭和19年2月29日(79歳)
病　　名：アルツハイマー型認知症
性　　別：女性
主 治 医：小栁Dr　サポート医:馬渡Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東Cユニット
＜経過＞
　R1頃より、自身の出生や家族のこと等について事実とは異なる話をすることがあった（当時は知人の方も信じていたが、長男と話す中で食い違いがあったと判明）。毎年年末・お盆に横浜の長男のもとに行っていたが、コロナ禍で外出機会が減少。R5.8頃より、「部屋におばさんがいる」と訴えるようになった。現在のアパートに住み始めて少ししてからおばさんが部屋に居座るようになり、顔や服はよくわからないが80代の女性、いるときといないときがある、危害を加えてくる事はないが最近ここは自分の家だと主張するようになった、知らない人が家にいるから嫌で気分が落ち込む、と話すことがあった。また、「部屋が水槽のようになっていて自分もその中にいる。魚も泳いでいる」と知人に焦った様子で電話をかけたり、おそらく自身が子供の頃の話を現在のことのように話すことがあった。同時期長男が本人と会った際は特段異変は感じていなかった。R5.10には長男に早朝に電話し「駅がくずれた」と慌てた様子で話すことがあった。上記症状があり鑑別診断・専門治療希望されR5.11.28当院初診。単身生活継続困難な状況であるため入院希望聞かれ、本日R5.11.30医療保護入院となる。


[bookmark: _GoBack]＜新入院患者様情報②＞
日　　時：令和5年11月30日　13：04
氏　　名：江刺家　惠子（えさしか　けいこ）様
生年月日：昭和28年12月21日(69歳)
病　　名：統合失調症
性　　別：女性
主 治 医：小栁Dr.（サポート医:馬渡Dr.）
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東合併症室
＜経過＞
　令和5年2月頃より発熱や腹部膨満感が持続。内科医も介入し、左腎結石多数および腎膿瘍の所見あり抗菌薬で対応。同年4月38℃台の発熱と灰色～コアグラ混じりの血性尿あり、腎膿瘍の再発として同日より抗菌薬を再開。今後も発熱と解熱を繰り返すことが見込まれる事から、専門治療目的にて平和病院泌尿器科へ紹介し、11/14平和病院泌尿器科へ転院し、左尿管ステント留置施行。11/21当院へ再入院。平和病院での継続治療の為、11/25同院へ転院となっていた。11/28全身麻酔下で経尿道的腎結石砕石術を実施するも全ては除去できず。全身状態は著変なく経過。R5.11.30東病棟へ医療保護入院となる。
・12/20(水)　9：30当院退院し平和病院へ転院
・12/22(金)　経尿道的腎結石砕石術予定

